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東彼杵町ホームページ
議会情報もくじ

２～４ページ ９月定例会（決算認定・補正予算・条例改正等）
５～９ページ 一般質問（４名）
１０～１１ページ 各常任委員会活動報告
１２ページ 大人の部活動紹介・あとがき

【部活名】 千綿人形座サポーター
【部員数】 ８名
【発　足】 平成２８年（２０１６年）
【練習日】 毎週木曜日１９時

【今年の主な活動】二十歳を祝う会（1月）、 道の駅公演（GW期間）、 そのぎ茶市公演（5月）
　全国人形フェスティバル（10月予定）、 中学校総合学習指導（10月予定）、 その他町内外の行事。

【主将（森重幸会長）からの一言】県の無形民俗文化財に指定された貴重な民俗芸能です。
　後継者不足のため公演が難しい現状でありますが、私たちは「見せる芸能」としての人形芝居を伝えたい強
　い思いで活動しています。一年中メンバーを募集しています。ぜひ練習を覗いてみませんか。
　興味のある方は、東彼杵町教育委員会（46-0114）までご連絡ください。

【今後の目標】 単独公演を定期的に行う団体に成長したい。

練習風景

「東彼杵町二十歳を祝う会」の公演

最後までお読みいただき、ありがとうございました。
今号から「大人の部活動紹介」シリーズを開始しました。
町内で活動している団体、チームなど募集しています。
皆さんの活躍を掲載してみませんか。
希望される方は、議会事務局までご連絡下さい。

これからも、「見やすい」「読みやすい」紙面づくりを目
指して取り組んでいきます。　　　　　　　

議会広報編集常任委員会　委員長　　児玉　隆行　
副委員長　構　　浩光　
委　員　　尾上　庄次郎

吉永　秀俊　
　　大安　義和　

大石　俊郎　
口木　俊二　

あ・と・が・きあ・と・が・き

大人の部活動紹介
第１回

吹奏学部

３年２・４組

３年１組

第7回
東彼杵中学校学習発表会
合唱コンクール（9月25日）

テーマ
「未来へつなぐ、
　　 ぼくらの一歩」
「未来へつなぐ、
　　 ぼくらの一歩」

（総合会館 小ホール）
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令和６年度　歳入歳出決算を認定！

１）一般会計及び特別会計

２）公営企業会計  

３）財政健全化判断比率

　令和６年度の一般会計、特別会計（４会計）及び企業会計（２会計）の
決算審査特別委員会を９月９日～１１日に開催し、全委員一致で認定しま
した。

（単位：千円以下切捨て）

（単位：千円以下切捨て）
① 水道事業会計

（単位：千円以下切捨て）

（単位：%）

② 下水道事業会計

会　計　名 歳　入 歳　出 差 引 額 積立金

区分 収　入 支　出 差 引 額

収　益　的

資　本　的

合　計

2億5125万円

1億7874万円

4億2999万円

2億4965万円

1億9634万円

4億4599万円

160万円

△1760万円

区分 収　入 支　出 差 引 額

収　益　的

資　本　的

合　計

3億4533万円

1億5473万円

5億6万円

3億255万円

2億1772万円

5億2027万円

4278万円

△6299万円

実　　　質
単年度収支

一 般 会 計

　 合 　 計 　

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

公共用地等取得造成事業

後 期 高 齢 者 医 療

特
別
会
計

69億8773万円 66億9497万円 2億9276万円 81万円 △702万円

11億1093万円

8億9075万円

30万円

1億4368万円

91億3340万円

10億8060万円

8億6487万円

0万円

1億4164万円

87億8209万円

3032万円

2587万円

30万円

204万円

3億5131万円

1540万円

0万円

0万円

0万円

1622万円

2949万円

△1364万円

０万円

54万円

937万円

（委員会での主な意見）
・高齢者タクシー利用券助成事業の利用率や地区別の実績を分析し、デマンド交通との整合を
　図られたい。       

・消防団隊員の負担軽減のため組織改革や訓練方法の検討を実施されたい。 

・小中一貫教育の導入検討と併せ耐用年数を経過した給食センターの建設に向けた基金の創設
　を検討されたい。       

・当該年度予算の執行を計画的に実施し年度内完了に努められたい。  

・町債について、将来負担を見据え計画的な財政運営に努めることなどの意見がありました。

（委員会での主な意見）
・水道事業は独立採算が原則であり経営戦略に沿った計画の実施と
　欠損金解消のため料金体系の見直しを含めた財務状況を検証し、
　安定した事業継続に努められたいなどの意見がありました。

（委員会での主な意見）
・適切な施設更新と更なる接続率向上に努められたいなどの意見が
　ありました。

※実質公債費比率とは、町の収入に対する借金返済額の割合です。数字が大きいと財政が苦しく、
　新たな借金に制限がかかります。
※将来負担比率とは、将来的に返済しなければいけない借金等が収入や財政規模と比較して、どの
　程度あるのかを割合で示したものです。低いほど良い。

※（デザインマンホール）
下水道の接続率向上と理
解・関心を深めてもらう
目的があります。町民の
皆さんや観光で訪れた方
に楽しんでいただくため
に役場付近に１か所、総
合会館付近に３か所設置
しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
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―
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19.4

350

令和 5 年度

令和 6 年度

早期健全化基準
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質問内容
P. ６

P. ７

P. ８

P. ９

・委員会審査報告（議案第 28 号）意見に対する対応について
・専決処分に関する報告について（報告第 20 号）

・介護保険事業の状況および対応策について
・障がい保健福祉事業の状況および対応策について
・（仮称）東彼杵工業団地開発について

・消防団の現状は
・西九州させぼ広域都市圏ビジョンについて
・オスプレイに関する東彼杵町の対応について

・地域自治区制度における「区長」について
・公民館等に備蓄されている「非常用」と称される品目について

議案の内容９月定例
会

議案の主なもの
議案第５５号　東彼杵町デマンド交通の運行に関する条例の一部を改正する条例
　※彼杵駅と嬉野温泉バスセンターを往来する JR バスが９月末で廃止されるため、これまで町内移
　　動であったデマンド交通に嬉野市往来（６００円）が追加されました。

議案第５７号　東彼杵町東部地区コミュニティセンター設置及び管理に関する条例を廃止する条例
　※東部地区コミュニティセンターが瀬戸郷自治会へ譲与されます。また、災害発生時や恐れがあ
　　る場合、近隣地区の避難所として利用されます。

議案第６０号　一般会計補正予算（第４号）
　※約 1億 6千万円が追加されました。
　①　民生費に物価高騰対応臨時交付金事業の不足額給付費や保育機能確保強化事業など 6,660万円
　②　商工費に水源開発工事（旧千綿女子高等学園跡地）など　910万円
　③　土木費に西部線（2）測量設計業務委託料や道路改良工事など　5,580万円
　④　消防費に Jアラート更新業務委託料など　580万円
　⑤　教育費にスクールバス駐車場（東彼杵中学校）拡張工事など　1,310万円

　③の審査の過程では、
＜賛成＞踏切は幅員が狭く脱輪事故が多く、救急車や消防車の進入が困難であり人命が優先され
　　　　　るべき。6月の定例会の折、請願が提出され可決しました。現在、新たに１軒の家が建築
　　　　　予定である。
＜棄権＞予算計上について減額すべきである。ただし、他の事業には反対できない。

議案第７３号　特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例
　※職員の交通事故処理に関し、町長として管理監督責任を重く受け止め、町長の給料を10月から３
　　カ月間、30％（約62万円）減額するものです。

人 事

案 件

・東彼杵町固定資産評価委員に任命（任期：令和 7年１０月から３年間）
　　　一  瀬 　 利  秋 氏 （木　場）

・東彼杵町人権擁護委員に選任　　（任期：令和８年１月から３年間）
　　　木  下 　 あや子 氏 （蔵　本）
　　　山  口 　 由美子 氏 （八反田）

一 般 質 問

賛　否　表
〇賛成　●反対　－棄権（退席） ＊議長は採決に加わりません

議案第６０号　一般会計補正予算（第４号）

口
木

大
石

大
安

吉
永構児

玉
尾
上

○－○－○○○ 可　決

審議の
結　果

（大石議員）

（構議員）

（口木議員）

（大安議員）

※一般質問の傍聴者は 6名でした。動画（DVD）は、図書室（歴史民俗資料館内）にて貸出を
　行っています！
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（大石議員）

（構議員）

（口木議員）

（大安議員）

※一般質問の傍聴者は 6名でした。動画（DVD）は、図書室（歴史民俗資料館内）にて貸出を
　行っています！
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記
念
石
碑
の
移
設
は
？

﹇
議
員
﹈

　
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
図
書
室

前
に
あ
る
記
念
石
碑
移
設
の
方

法
及
び
廃
止
は
、
検
討
さ
れ
ま

し
た
か
。

﹇
町
長
﹈　

　
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
処
分
す
る
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

私
有
車
通
学
者
の
助
成
金
は
？

﹇
議
員
﹈

　
私
有
車
で
通
学
さ
れ
て
い
る

学
生
等
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

ま
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈　

　
今
年
度
か
ら
助
成
す
る
方
向

で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

商
業
施
設
誘
致
へ
の
補
助
金

　
　
３
，０
０
０
万
円
は
？

﹇
議
員
﹈

　
補
助
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈

　
正
式
な
事
業
計
画
が
確
定
し

て
か
ら
お
示
し
を
し
た
い
。

町
職
員
の
事
故
、公
務
？

町
民
が
賠
償
な
の
？

﹇
議
員
﹈

３
月
14
日
、
町
職
員
が
、
フ

ァ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
所
有
の
車
両
を

運
転
し
、
民
間
家
屋
の
軒
先
と

車
両
を
損
傷
す
る
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。

　
運
転
す
る
に
至
っ
た
業
務
の

内
容
は
何
で
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈

　
い
ち
ご
栽
培
技
術
の
修
得
や

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て

お
り
、
普
段
か
ら
フ
ァ
ー
ミ
ラ

イ
ズ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
運
転

し
て
お
り
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

フ
ァ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
と
の
関
係
は
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
法
人
と
の
関
係
は
、
研
修
先

と
な
り
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
任
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

町
長
が
委
嘱
任
命
を
し
て
い
ま

す
。

﹇
議
員
﹈

　
今
回
の
事
案
は
、
公
務
上
の

事
故
と
い
う
認
識
で
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
当
然
、
勤
務
時
間
中
で
す
の

で
公
務
で
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
た
め
運

行
し
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

﹇
議
員
﹈

　
町
と
フ
ァ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
と
の

間
に
協
定
書
等
の
文
書
を
交
わ

し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
正
式
に
契
約
等
は
結
ん
で
お

り
ま
せ
ん
。

﹇
町
長
﹈

　
協
定
書
が
な
か
っ
た
の
は
問

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
町
職
員
が
民
間
車
両
を
運
行

す
る
場
合
、
特
別
の
定
め
が
あ

り
ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
そ
れ
は
、
な
い
で
す
。

﹇
議
員
﹈

　
そ
の
車
両
の
運
行
を
命
じ
た

上
司
は
ど
な
た
で
し
た
か
。
　

﹇
町
長
﹈

隊
員
自
ら
の
意
思
だ
っ
た
り
、

法
人
か
ら
の
指
示
に
よ
り
運
転

を
し
て
お
り
ま
す
。
　

﹇
議
員
﹈

　
勤
務
時
間
中
に
、
町
職
員
が

法
人
所
有
の
車
両
運
行
を
可
能

と
す
る
根
拠
は
あ
り
ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
明
確
な
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

活
動
内
容
か
ら
必
要
な
範
囲
で

法
人
車
両
を
運
行
す
る
こ
と
は

問
題
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

﹇
議
員
﹈

　
損
害
額
は
車
両
及
び
家
屋
そ

れ
ぞ
れ
い
か
ほ
ど
だ
っ
た
の
で

す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
車
両
は
約
１
万
２
千
円
、
家

屋
は
45
万
円
で
し
た
。

﹇
議
員
﹈

　
事
故
当
日
、
警
察
へ
の
届
出

は
な
さ
れ
ま
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈

　
法
人
へ
連
絡
し
現
場
対
応
は

し
ま
し
た
が
、
警
察
へ
の
届
出

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
９
月
２
日
、
本
人
が
川
棚
警

察
署
に
行
か
れ
口
頭
注
意
を
受

け
ら
れ
、
こ
れ
で
済
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

※

事
故
発
生
日
は
、
３
月
14
日

で
し
た
。

　
川
棚
警
察
署
に
行
か
れ
た
の

は
、
通
告
書
締
め
切
り
期
限

で
あ
る
８
月
21
日
以
降
の
９

月
２
日
で
し
た
。

議員

町長

町職員の民間車両運行は、公務なの？
事故賠償、何故、町民が負担するの？

公務の事故で、町が負担しました。

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）

介
護
保
険
事
業
の
状
況

お
よ
び
対
応
対
策
は

﹇
議
員
﹈　

　
高
齢
者
独
居
世
帯
に
対
す
る

地
域
共
生
社
会
の
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
令
和
５
年
度
に
支
え
合
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
地
域
の

繋
が
り
の
再
構
築
を
目
指
し
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
推

進
。
委
託
先
で
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
閉
所

に
伴
う
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
や
周
辺
地

域
の
施
設
の
活
用
や
介
護
予
防

事
業
を
進
め
た
い
。
入
所
中
の

方
は
、
近
隣
の
施
設
等
へ
紹
介

を
さ
れ
て
い
る
。

﹇
議
員
﹈

　
自
宅
で
見
守
り
を
さ
れ
て
い

る
方
の
今
後
の
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
要
介
護
者
を
自
宅
で
見
守
る

こ
と
は
、相
当
な
負
担
が
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
相

談
窓
口
と
し
て
、
情
報
集
約
し

対
応
し
て
い
き
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
検
討
は
。

﹇
町
長
﹈

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
既
存
の

施
設
の
転
用
や
一
部
活
用
す
る

等
、
単
身
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦

が
健
常
で
暮
ら
せ
る
小
規
模
な

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
想
定
さ
れ
、

詳
細
は
、
規
模
を
抑
え
た
介
護

施
設
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
併
設
等
の
内
容
を
確

認
し
検
討
し
た
い
。

障
が
い
保
健
福
祉
事
業
の

状
況
お
よ
び
対
応
策
は

﹇
議
員
﹈

　
精
神
障
が
い
者
が
増
加
し
た

要
因
及
び
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
増
加
要
因
は
、
精
神
障
害
に

対
す
る
社
会
的
な
理
解
が
深
ま

り
、
専
門
機
関
等
に
相
談
し
や

す
い
環
境
が
整
い
、
発
達
障
が

い
の
認
知
が
広
が
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
関
係
機
関
と
連

携
し
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
、
対
応

で
き
る
支
援
を
図
り
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
就
労
支
援
の
見
解
は
。

﹇
町
長
﹈

　
障
が
い
が
あ
る
方
が
、
希
望

や
適
性
に
応
じ
、
一
般
就
労
へ

移
行
で
き
る
支
援
を
す
る
こ
と

は
、
自
立
と
社
会
参
加
の
観
点

か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
就

労
選
択
支
援
等
の
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
働
く
意
欲
の
あ
る
方

が
、
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
小
規
模
・
地
域
共
生
ホ
ー
ム

型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
検
討
は
。

﹇
町
長
﹈

　
地
方
創
生
基
本
構
想
に
盛
り

込
ま
れ
た
小
規
模
・
地
域
共
生

ホ
ー
ム
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
小
規

模
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
や
障
が

い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
様
々
な

人
々
が
集
い
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

能
力
を
、
発
揮
し
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
整
備
す
る
事
業
。
障
が
い

者
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
。
基

本
構
想
で
３
年
後
に
全
国
で
１

０
０
カ
所
を
目
指
す
と
さ
れ
て

お
り
、
取
り
組
み
事
例
等
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）

東
彼
杵
工
業
団
地
の
開
発
は

﹇
議
員
﹈

　
基
本
協
定
締
結
・
分
譲
開
始

時
期
は
。

﹇
町
長
﹈

　
３
者
協
議
を
３
回
、
協
定
内

容
・
文
書
等
は
、
最
終
調
整
を

実
施
中
。９
月
下
旬
に
基
本
協

定
締
結
を
目
標
。完
成
・
分
譲
開

始
時
期
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

（
株
）の
測
量
・
設
計
が
、
終
わ

る
ま
で
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

﹇
議
員
﹈

　
地
元
説
明
会
の
時
期
は
。

﹇
町
長
﹈

　
地
元
説
明
会
は
、
基
本
協
定

締
結
前
に
１
回
、
基
本
協
定
締

結
後
は
随
時
行
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
町
内
住
民
の
優
先
雇
用
及
び

半
導
体
事
業
以
外
の
工
場
は
。

﹇
町
長
﹈

　
農
業
後
継
者
等
を
特
に
積
極

的
に
雇
用
し
て
も
ら
う
企
業
を

考
え
て
い
ま
す
が
、
誘
致
企
業

は
、
３
者
協
議
で
決
定
。
町
民

の
優
先
雇
用
を
伝
え
、
業
種
は

い
ろ
ん
な
企
業
を
考
え
た
い
。

﹇
議
員
﹈

町
内
業
者
の
施
工
に
つ
い
て
。

﹇
町
長
﹈

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業（
株
）に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
送
電
線
施
設
の
用
地
買
収
の

基
準
価
格
に
な
ら
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
九
電
が
実
施
し
て
い
る
送
電

線
事
業
と
工
業
団
地
造
成
事
業

は
、
事
業
の
規
模
や
用
途
が
違

う
た
め
、
基
準
価
格
に
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
高
く
買
収
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

構　浩光
かまえ ひろみつ

議員

町長

工業団地基本協定締結時期は

基本協定締結目標は９月下旬

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）

。

大石　俊郎
おおいし としろう

国道側 圃場整備

町道側 圃場整備
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記
念
石
碑
の
移
設
は
？

﹇
議
員
﹈

　
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
図
書
室

前
に
あ
る
記
念
石
碑
移
設
の
方

法
及
び
廃
止
は
、
検
討
さ
れ
ま

し
た
か
。

﹇
町
長
﹈　

　
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
処
分
す
る
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

私
有
車
通
学
者
の
助
成
金
は
？

﹇
議
員
﹈

　
私
有
車
で
通
学
さ
れ
て
い
る

学
生
等
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

ま
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈　

　
今
年
度
か
ら
助
成
す
る
方
向

で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

商
業
施
設
誘
致
へ
の
補
助
金

　
　
３
，０
０
０
万
円
は
？

﹇
議
員
﹈

　
補
助
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈

　
正
式
な
事
業
計
画
が
確
定
し

て
か
ら
お
示
し
を
し
た
い
。

町
職
員
の
事
故
、公
務
？

町
民
が
賠
償
な
の
？

﹇
議
員
﹈

３
月
14
日
、
町
職
員
が
、
フ

ァ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
所
有
の
車
両
を

運
転
し
、
民
間
家
屋
の
軒
先
と

車
両
を
損
傷
す
る
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。

　
運
転
す
る
に
至
っ
た
業
務
の

内
容
は
何
で
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈

　
い
ち
ご
栽
培
技
術
の
修
得
や

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て

お
り
、
普
段
か
ら
フ
ァ
ー
ミ
ラ

イ
ズ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
運
転

し
て
お
り
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

フ
ァ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
と
の
関
係
は
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
法
人
と
の
関
係
は
、
研
修
先

と
な
り
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
任
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

町
長
が
委
嘱
任
命
を
し
て
い
ま

す
。

﹇
議
員
﹈

　
今
回
の
事
案
は
、
公
務
上
の

事
故
と
い
う
認
識
で
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
当
然
、
勤
務
時
間
中
で
す
の

で
公
務
で
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
た
め
運

行
し
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。

﹇
議
員
﹈

　
町
と
フ
ァ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
と
の

間
に
協
定
書
等
の
文
書
を
交
わ

し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
正
式
に
契
約
等
は
結
ん
で
お

り
ま
せ
ん
。

﹇
町
長
﹈

　
協
定
書
が
な
か
っ
た
の
は
問

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
町
職
員
が
民
間
車
両
を
運
行

す
る
場
合
、
特
別
の
定
め
が
あ

り
ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
そ
れ
は
、
な
い
で
す
。

﹇
議
員
﹈

　
そ
の
車
両
の
運
行
を
命
じ
た

上
司
は
ど
な
た
で
し
た
か
。
　

﹇
町
長
﹈

隊
員
自
ら
の
意
思
だ
っ
た
り
、

法
人
か
ら
の
指
示
に
よ
り
運
転

を
し
て
お
り
ま
す
。
　

﹇
議
員
﹈

　
勤
務
時
間
中
に
、
町
職
員
が

法
人
所
有
の
車
両
運
行
を
可
能

と
す
る
根
拠
は
あ
り
ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
明
確
な
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

活
動
内
容
か
ら
必
要
な
範
囲
で

法
人
車
両
を
運
行
す
る
こ
と
は

問
題
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

﹇
議
員
﹈

　
損
害
額
は
車
両
及
び
家
屋
そ

れ
ぞ
れ
い
か
ほ
ど
だ
っ
た
の
で

す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
車
両
は
約
１
万
２
千
円
、
家

屋
は
45
万
円
で
し
た
。

﹇
議
員
﹈

　
事
故
当
日
、
警
察
へ
の
届
出

は
な
さ
れ
ま
し
た
か
。

﹇
町
長
﹈

　
法
人
へ
連
絡
し
現
場
対
応
は

し
ま
し
た
が
、
警
察
へ
の
届
出

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
９
月
２
日
、
本
人
が
川
棚
警

察
署
に
行
か
れ
口
頭
注
意
を
受

け
ら
れ
、
こ
れ
で
済
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

※

事
故
発
生
日
は
、
３
月
14
日

で
し
た
。

　
川
棚
警
察
署
に
行
か
れ
た
の

は
、
通
告
書
締
め
切
り
期
限

で
あ
る
８
月
21
日
以
降
の
９

月
２
日
で
し
た
。

議員

町長 公務の事故で、町が負担しました。

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）

介
護
保
険
事
業
の
状
況

お
よ
び
対
応
対
策
は

﹇
議
員
﹈　

　
高
齢
者
独
居
世
帯
に
対
す
る

地
域
共
生
社
会
の
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
令
和
５
年
度
に
支
え
合
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
地
域
の

繋
が
り
の
再
構
築
を
目
指
し
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
推

進
。
委
託
先
で
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
閉
所

に
伴
う
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
や
周
辺
地

域
の
施
設
の
活
用
や
介
護
予
防

事
業
を
進
め
た
い
。
入
所
中
の

方
は
、
近
隣
の
施
設
等
へ
紹
介

を
さ
れ
て
い
る
。

﹇
議
員
﹈

　
自
宅
で
見
守
り
を
さ
れ
て
い

る
方
の
今
後
の
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
要
介
護
者
を
自
宅
で
見
守
る

こ
と
は
、相
当
な
負
担
が
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
相

談
窓
口
と
し
て
、
情
報
集
約
し

対
応
し
て
い
き
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
検
討
は
。

﹇
町
長
﹈

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
既
存
の

施
設
の
転
用
や
一
部
活
用
す
る

等
、
単
身
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦

が
健
常
で
暮
ら
せ
る
小
規
模
な

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
想
定
さ
れ
、

詳
細
は
、
規
模
を
抑
え
た
介
護

施
設
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
併
設
等
の
内
容
を
確

認
し
検
討
し
た
い
。

障
が
い
保
健
福
祉
事
業
の

状
況
お
よ
び
対
応
策
は

﹇
議
員
﹈

　
精
神
障
が
い
者
が
増
加
し
た

要
因
及
び
対
応
策
は
。

﹇
町
長
﹈

　
増
加
要
因
は
、
精
神
障
害
に

対
す
る
社
会
的
な
理
解
が
深
ま

り
、
専
門
機
関
等
に
相
談
し
や

す
い
環
境
が
整
い
、
発
達
障
が

い
の
認
知
が
広
が
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
関
係
機
関
と
連

携
し
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
、
対
応

で
き
る
支
援
を
図
り
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
就
労
支
援
の
見
解
は
。

﹇
町
長
﹈

　
障
が
い
が
あ
る
方
が
、
希
望

や
適
性
に
応
じ
、
一
般
就
労
へ

移
行
で
き
る
支
援
を
す
る
こ
と

は
、
自
立
と
社
会
参
加
の
観
点

か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
就

労
選
択
支
援
等
の
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
働
く
意
欲
の
あ
る
方

が
、
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
小
規
模
・
地
域
共
生
ホ
ー
ム

型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
検
討
は
。

﹇
町
長
﹈

　
地
方
創
生
基
本
構
想
に
盛
り

込
ま
れ
た
小
規
模
・
地
域
共
生

ホ
ー
ム
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
小
規

模
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
や
障
が

い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
様
々
な

人
々
が
集
い
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

能
力
を
、
発
揮
し
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
整
備
す
る
事
業
。
障
が
い

者
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
。
基

本
構
想
で
３
年
後
に
全
国
で
１

０
０
カ
所
を
目
指
す
と
さ
れ
て

お
り
、
取
り
組
み
事
例
等
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）

東
彼
杵
工
業
団
地
の
開
発
は

﹇
議
員
﹈

　
基
本
協
定
締
結
・
分
譲
開
始

時
期
は
。

﹇
町
長
﹈

　
３
者
協
議
を
３
回
、
協
定
内

容
・
文
書
等
は
、
最
終
調
整
を

実
施
中
。９
月
下
旬
に
基
本
協

定
締
結
を
目
標
。完
成
・
分
譲
開

始
時
期
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

（
株
）の
測
量
・
設
計
が
、
終
わ

る
ま
で
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

﹇
議
員
﹈

　
地
元
説
明
会
の
時
期
は
。

﹇
町
長
﹈

　
地
元
説
明
会
は
、
基
本
協
定

締
結
前
に
１
回
、
基
本
協
定
締

結
後
は
随
時
行
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
町
内
住
民
の
優
先
雇
用
及
び

半
導
体
事
業
以
外
の
工
場
は
。

﹇
町
長
﹈

　
農
業
後
継
者
等
を
特
に
積
極

的
に
雇
用
し
て
も
ら
う
企
業
を

考
え
て
い
ま
す
が
、
誘
致
企
業

は
、
３
者
協
議
で
決
定
。
町
民

の
優
先
雇
用
を
伝
え
、
業
種
は

い
ろ
ん
な
企
業
を
考
え
た
い
。

﹇
議
員
﹈

町
内
業
者
の
施
工
に
つ
い
て
。

﹇
町
長
﹈

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業（
株
）に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
送
電
線
施
設
の
用
地
買
収
の

基
準
価
格
に
な
ら
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
九
電
が
実
施
し
て
い
る
送
電

線
事
業
と
工
業
団
地
造
成
事
業

は
、
事
業
の
規
模
や
用
途
が
違

う
た
め
、
基
準
価
格
に
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
高
く
買
収
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

構　浩光
かまえ ひろみつ

議員

町長

工業団地基本協定締結時期は

基本協定締結目標は９月下旬

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）

。

大石　俊郎
おおいし としろう

国道側 圃場整備

町道側 圃場整備
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消
防
団
の
現
状
は

﹇
議
員
﹈

　
団
員
を
勧
誘
す
る
に
は
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
等
を
活
用
し
て
の
発
信

が
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が

﹇
町
長
﹈　

　
当
然
若
い
人
は
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
私
た

ち
も
発
信
し
て
い
き
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
女
性
消
防
団
の
役
割
は
現
場

で
は
後
方
支
援
等
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
救
命
講
習
な
ど
実

践
さ
れ
て
い
る
の
か
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
現
在
女
性
消
防
団
は
７
名
在

籍
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
出
向

い
て
の
救
急
救
命
の
指
導
等
消

防
署
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
を

し
て
い
る
。

﹇
議
員
﹈

　
山
林
火
災
等
大
規
模
火
災
で

長
引
い
た
場
合
、
団
員
の
負
担

軽
減
、
交
代
制
、
家
族
や
職
場

へ
の
説
明
等
理
解
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
話
が
出
来
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
山
林
火
災
に
関
わ
ら
ず
第
一

に
自
分
の
命
を
守
っ
て
く
れ
と

新
入
団
員
の
時
か
ら
話
を
し
て

い
る
。
山
火
事
は
上
部
に
い
た

ら
逃
げ
場
を
失
う
こ
と
も
あ
る

の
で
延
焼
を
防
ぐ
防
御
も
必
要

と
分
団
長
会
議
の
折
に
話
を
し

て
い
る
。

西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市

圏
の
発
信
の
方
法
は

﹇
議
員
﹈

　
広
域
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
と

い
っ
て
も
町
民
の
方
は
わ
か
り

に
く
い
と
思
う
が
分
か
り
易
い

こ
と
ば
で
発
信
出
来
な
い
か

﹇
町
長
﹈

　
言
葉
を
変
え
る
よ
り
写
真
と

か
絵
で
発
信
す
る
の
が
分
か
り

易
い
と
思
う
の
で
目
で
見
る
方

向
で
発
信
し
て
い
き
た
い

﹇
議
員
﹈

　
広
域
都
市
圏
第
二
期
ビ
ジ
ョ

ン
で
の
改
正
点
は

﹇
町
長
﹈

　
産
学
官
民
一
体
と
な
っ
た
経

済
戦
略
の
作
成
。

　
一
つ
目
は
国
の
成
長
戦
略
の

為
の
体
制
整
備
、
西
九
州
さ
せ

ぼ
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
等

の
運
営
。
二
つ
目
は
自
治
体
、

新
電
力
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
事
業

の
構
築
及
び
圏
域
全
体
の
認
知

度
向
上
の
事
業
で
す
。

﹇
議
員
﹈

　
現
在
10
市
町
で
連
携
し
て
い

る
が
東
彼
杵
郡
３
町
で
の
連
携

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
そ
の
ぎ
茶
、
波
佐
見
焼
、
川

棚
饅
頭
等
３
町
で
連
携
し
て
い

る
。

　
郡
で
相
乗
効
果
を
狙
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
具
体
的
に

考
え
て
い
る
。

﹇
議
員
﹈

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
道
の
駅

と
の
周
遊
観
光
は
出
来
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
と
佐
世
保
と

連
携
し
て
、
３
町
や
有
田
、
伊

万
里
と
の
周
遊
を
考
え
て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
大
野
原
演

習
場
離
着
陸
の
可
能
性
は

﹇
議
員
﹈

　
８
月
12
日
に
陸
上
自
衛
隊
の

オ
ス
プ
レ
イ
が
佐
賀
駐
屯
地
に

17
機
配
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
東

彼
杵
町
に
は
直
接
関
係
は
あ
り

ま
せ
ん
が
隣
に
大
野
原
演
習
場

が
あ
り
、
何
れ
は
オ
ス
プ
レ
イ

の
離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

す
が
町
長
は
ど
う
思
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
最
近
大
村
市
と
相
浦
に
飛
来

し
た
と
聞
き
ま
し
た
が
騒
音
は

あ
ま
り
大
き
く
は
な
か
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
一
番
心
配

な
の
は
事
故
で
周
辺
住
民
の
方

も
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
東
彼
杵
町
へ
の
飛
来
は
周
辺

部
を
運
行
し
高
度
も
高
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

議員

町長

消防団の処遇改善は

分団長会議等で検討している

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）

地
域
自
治
制
度
に
お
け
る

区
長
の
役
割
は

﹇
議
員
﹈　

　
本
町
に
お
け
る
区
長
の
選
任

と
解
任
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
、

ま
た
、
任
期
は
何
年
で
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
１
９
８
３
年
３
月
に
設
定
し

た
本
町
の
規
則
に
基
づ
き
配
置

し
て
い
る
。
　
　

　
選
任
・
解
任
は
同
規
則
に
て
、

地
域
住
民
の
推
薦
に
よ
り
町
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、
任
期
は
１

年
で
す
が
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
委
ね
て
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
区
長
は
、基
本
業
務
以
外
に
、

臨
時
に
、
選
挙
時
の
立
会
人
、

民
生
委
員
、
農
業
委
員
等
の
推

挙
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
国
勢
調
査
」
も

あ
り
、
そ
の
調
査
員
の
推
挙
も

加
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
推
挙
が
、
区
長

の
な
り
手
が
い
な
い
一
因
に

な
っ
て
は
い
な
い
の
か
。

﹇
町
長
﹈

　
各
種
委
員
等
の
推
挙
で
、
苦

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
紙
配
布
と

並
行
し
、
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
て
、デ
ジ
タ
ル
化
の
試
行
と
、

広
報
誌
の
発
行
を
２
ヶ
月
に
一

回
と
す
る
な
ど
、
区
長
業
務
の

効
率
化
を
進
め
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
特
に
新
任
の
区
長
に
は
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、

区
長
業
務
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
等
が
あ
れ
ば
助
か
る
と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
が
。

﹇
町
長
﹈

　
来
年
４
月
か
ら
は
、
区
長
業

務
の
詳
細
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
説
明
し
て
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
も
、
お
示
し
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
等
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る

「
非
常
用
品
目
」に
つ
い
て

﹇
議
員
﹈

　
購
入
は
、
２
０
２
１
年
の
新

型
コ
ロ
ナ
交
付
金
制
度
を
活
用

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
費
用
と

そ
の
使
途
が
何
故
「
非
常
用
品

目
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

﹇
町
長
﹈

　
備
蓄
品
の
費
用
は
約
１
０
０

０
万
円
で
す
。
使
途
理
由
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
災
害
で
非
難

場
を
利
用
す
る
に
至
っ
た
場
合

を
想
定
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

﹇
議
員
﹈

　
飲
料
水
は
、
２
０
２
６
年
６

月
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米
も
同
年
７

月
の
賞
味
期
限
で
あ
り
、
そ
の

後
の
処
分
措
置
は
。

﹇
町
長
﹈

　
処
分
に
つ
い
て
の
案
内
を
し

て
、
地
域
で
活
用
し
て
頂
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
交
付
金
で
購
入
し
た
災
害
常

備
品
は
、
処
分
の
方
法
に
よ
っ

て
は
地
方
自
治
法
に
抵
触
し
、

「
議
会
の
議
決
」
が
必
要
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹇
町
長
﹈

　
調
査
し
て
、
抵
触
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
法
律
に
の
っ
と
り
処

分
し
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

期
限
切
れ
後
の
入
れ
替
え
は
、

各
地
域
の
負
担
で
す
か
。

﹇
町
長
﹈

町
の
責
任
で
入
れ
替
え
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
保
管
場
所
と
備
蓄
数
量
は
現

行
通
り
で
す
か
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
備
蓄
数
量
の
根
拠
は
、
地
域

人
口
の
20
％
で
あ
り
、
緊
急
避

難
場
で
は
な
く
、
一
次
・
二
次

避
難
場
と
し
て
、
毛
布
・
ア
ル

フ
ァ
ー
米
（
１
日
３
食×

３

日
）・
飲
料
水（
１
日
３
本×

３

日
）×

20
％
を
目
安
に
、
町
保

管
庫
に
一
定
数
量
を
保
管
し
、

各
地
域
の
配
分
数
量
を
検
討
し

た
い
。

大安　義和
だいあん よしかず

議員

町長

区長業務の負担軽減は

来年４月から区長業務の効率化を進めます

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）口木　俊二
くち　き しゅん じ

非常用品目の保管状況

飲料水アルファー米
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消
防
団
の
現
状
は

﹇
議
員
﹈

　
団
員
を
勧
誘
す
る
に
は
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
等
を
活
用
し
て
の
発
信

が
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が

﹇
町
長
﹈　

　
当
然
若
い
人
は
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
私
た

ち
も
発
信
し
て
い
き
た
い
。

﹇
議
員
﹈

　
女
性
消
防
団
の
役
割
は
現
場

で
は
後
方
支
援
等
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
救
命
講
習
な
ど
実

践
さ
れ
て
い
る
の
か
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
現
在
女
性
消
防
団
は
７
名
在

籍
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
出
向

い
て
の
救
急
救
命
の
指
導
等
消

防
署
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
を

し
て
い
る
。

﹇
議
員
﹈

　
山
林
火
災
等
大
規
模
火
災
で

長
引
い
た
場
合
、
団
員
の
負
担

軽
減
、
交
代
制
、
家
族
や
職
場

へ
の
説
明
等
理
解
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
話
が
出
来
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
山
林
火
災
に
関
わ
ら
ず
第
一

に
自
分
の
命
を
守
っ
て
く
れ
と

新
入
団
員
の
時
か
ら
話
を
し
て

い
る
。
山
火
事
は
上
部
に
い
た

ら
逃
げ
場
を
失
う
こ
と
も
あ
る

の
で
延
焼
を
防
ぐ
防
御
も
必
要

と
分
団
長
会
議
の
折
に
話
を
し

て
い
る
。

西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市

圏
の
発
信
の
方
法
は

﹇
議
員
﹈

　
広
域
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
と

い
っ
て
も
町
民
の
方
は
わ
か
り

に
く
い
と
思
う
が
分
か
り
易
い

こ
と
ば
で
発
信
出
来
な
い
か

﹇
町
長
﹈

　
言
葉
を
変
え
る
よ
り
写
真
と

か
絵
で
発
信
す
る
の
が
分
か
り

易
い
と
思
う
の
で
目
で
見
る
方

向
で
発
信
し
て
い
き
た
い

﹇
議
員
﹈

　
広
域
都
市
圏
第
二
期
ビ
ジ
ョ

ン
で
の
改
正
点
は

﹇
町
長
﹈

　
産
学
官
民
一
体
と
な
っ
た
経

済
戦
略
の
作
成
。

　
一
つ
目
は
国
の
成
長
戦
略
の

為
の
体
制
整
備
、
西
九
州
さ
せ

ぼ
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
等

の
運
営
。
二
つ
目
は
自
治
体
、

新
電
力
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
事
業

の
構
築
及
び
圏
域
全
体
の
認
知

度
向
上
の
事
業
で
す
。

﹇
議
員
﹈

　
現
在
10
市
町
で
連
携
し
て
い

る
が
東
彼
杵
郡
３
町
で
の
連
携

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
そ
の
ぎ
茶
、
波
佐
見
焼
、
川

棚
饅
頭
等
３
町
で
連
携
し
て
い

る
。

　
郡
で
相
乗
効
果
を
狙
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
具
体
的
に

考
え
て
い
る
。

﹇
議
員
﹈

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
道
の
駅

と
の
周
遊
観
光
は
出
来
な
い
か
。

﹇
町
長
﹈

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
と
佐
世
保
と

連
携
し
て
、
３
町
や
有
田
、
伊

万
里
と
の
周
遊
を
考
え
て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
大
野
原
演

習
場
離
着
陸
の
可
能
性
は

﹇
議
員
﹈

　
８
月
12
日
に
陸
上
自
衛
隊
の

オ
ス
プ
レ
イ
が
佐
賀
駐
屯
地
に

17
機
配
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
東

彼
杵
町
に
は
直
接
関
係
は
あ
り

ま
せ
ん
が
隣
に
大
野
原
演
習
場

が
あ
り
、
何
れ
は
オ
ス
プ
レ
イ

の
離
着
陸
訓
練
が
行
わ
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

す
が
町
長
は
ど
う
思
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
最
近
大
村
市
と
相
浦
に
飛
来

し
た
と
聞
き
ま
し
た
が
騒
音
は

あ
ま
り
大
き
く
は
な
か
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
一
番
心
配

な
の
は
事
故
で
周
辺
住
民
の
方

も
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
東
彼
杵
町
へ
の
飛
来
は
周
辺

部
を
運
行
し
高
度
も
高
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

議員

町長 分団長会議等で検討している

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）

地
域
自
治
制
度
に
お
け
る

区
長
の
役
割
は

﹇
議
員
﹈　

　
本
町
に
お
け
る
区
長
の
選
任

と
解
任
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
、

ま
た
、
任
期
は
何
年
で
す
か
。

﹇
町
長
﹈

　
１
９
８
３
年
３
月
に
設
定
し

た
本
町
の
規
則
に
基
づ
き
配
置

し
て
い
る
。
　
　

　
選
任
・
解
任
は
同
規
則
に
て
、

地
域
住
民
の
推
薦
に
よ
り
町
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、
任
期
は
１

年
で
す
が
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
委
ね
て
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
区
長
は
、基
本
業
務
以
外
に
、

臨
時
に
、
選
挙
時
の
立
会
人
、

民
生
委
員
、
農
業
委
員
等
の
推

挙
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
国
勢
調
査
」
も

あ
り
、
そ
の
調
査
員
の
推
挙
も

加
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
推
挙
が
、
区
長

の
な
り
手
が
い
な
い
一
因
に

な
っ
て
は
い
な
い
の
か
。

﹇
町
長
﹈

　
各
種
委
員
等
の
推
挙
で
、
苦

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
紙
配
布
と

並
行
し
、
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
て
、デ
ジ
タ
ル
化
の
試
行
と
、

広
報
誌
の
発
行
を
２
ヶ
月
に
一

回
と
す
る
な
ど
、
区
長
業
務
の

効
率
化
を
進
め
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
特
に
新
任
の
区
長
に
は
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、

区
長
業
務
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
等
が
あ
れ
ば
助
か
る
と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
が
。

﹇
町
長
﹈

　
来
年
４
月
か
ら
は
、
区
長
業

務
の
詳
細
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
説
明
し
て
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
も
、
お
示
し
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

公
民
館
等
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る

「
非
常
用
品
目
」に
つ
い
て

﹇
議
員
﹈

　
購
入
は
、
２
０
２
１
年
の
新

型
コ
ロ
ナ
交
付
金
制
度
を
活
用

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
費
用
と

そ
の
使
途
が
何
故
「
非
常
用
品

目
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

﹇
町
長
﹈

　
備
蓄
品
の
費
用
は
約
１
０
０

０
万
円
で
す
。
使
途
理
由
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
災
害
で
非
難

場
を
利
用
す
る
に
至
っ
た
場
合

を
想
定
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

﹇
議
員
﹈

　
飲
料
水
は
、
２
０
２
６
年
６

月
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米
も
同
年
７

月
の
賞
味
期
限
で
あ
り
、
そ
の

後
の
処
分
措
置
は
。

﹇
町
長
﹈

　
処
分
に
つ
い
て
の
案
内
を
し

て
、
地
域
で
活
用
し
て
頂
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
交
付
金
で
購
入
し
た
災
害
常

備
品
は
、
処
分
の
方
法
に
よ
っ

て
は
地
方
自
治
法
に
抵
触
し
、

「
議
会
の
議
決
」
が
必
要
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹇
町
長
﹈

　
調
査
し
て
、
抵
触
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
法
律
に
の
っ
と
り
処

分
し
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

期
限
切
れ
後
の
入
れ
替
え
は
、

各
地
域
の
負
担
で
す
か
。

﹇
町
長
﹈

町
の
責
任
で
入
れ
替
え
ま
す
。

﹇
議
員
﹈

　
保
管
場
所
と
備
蓄
数
量
は
現

行
通
り
で
す
か
。

﹇
総
務
課
長
﹈

　
備
蓄
数
量
の
根
拠
は
、
地
域

人
口
の
20
％
で
あ
り
、
緊
急
避

難
場
で
は
な
く
、
一
次
・
二
次

避
難
場
と
し
て
、
毛
布
・
ア
ル

フ
ァ
ー
米
（
１
日
３
食×

３

日
）・
飲
料
水（
１
日
３
本×

３

日
）×

20
％
を
目
安
に
、
町
保

管
庫
に
一
定
数
量
を
保
管
し
、

各
地
域
の
配
分
数
量
を
検
討
し

た
い
。

大安　義和
だいあん よしかず

議員

町長

区長業務の負担軽減は

来年４月から区長業務の効率化を進めます

（本稿は、質問者の責任で作成しています。）口木　俊二
くち　き しゅん じ

非常用品目の保管状況

飲料水アルファー米
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地域おこし協力隊員 5 名の方から、東彼杵町に応募された理由、現在の活動状況と今後の活
動予定及び協力隊員終了後の 3点について説明を受け、活発な質疑応答を行いました。

土砂の堆積や護岸の雑木等の繁茂な
どの調査を行いました。

　立会者：地元区長及び関係者
　　　　：郡選出県議会議員
　　　　：県北振興局河川課
　　　　：町建設課職員

地域おこし協力隊員の活動・目標は

委 員 会 調 査 報 告
町内河川（県が管理する2級河川）の状況

総務厚生常任委員会（７月２５日）

各地域おこし協力隊員の活動等

　ファーミライズ株式会社に派遣され、いちご・水稲の
栽培技術を習得し、特産品開発及びその PR の活動をさ
れている。

　（活動開始：令和6年 5月 1日～）

　教育委員会に配属され、子どものスポーツ振興やコー
ディネーターとして活動されている。
　特に、スポーツフェスタ開催を活動目標とされている。

（活動開始：令和6年 5月 1日～）

　新しい観光コンテンツの開発、特にマリン事業に力を
入れておられます。
　また、旧千綿女子高等学園跡地でエビの陸上養殖事業
を計画されている。

（活動開始：令和7年 4月 1日～）

　町内に在住しておられる外国人の方々に対し、日本語
や日本の文化についての理解を深める活動をされてい
る。

（活動開始：令和7年 5月 1日～）

　日々研究所株式会社に雇用され、移住された方に住み
やすい環境づくりを提供し、移住希望者に東彼杵町の情
報発信をされている。

（活動開始：令和7年 5月 1日～）

磯田隊員

産業建設文教常任委員会（７月２５日）

１ 彼　杵　川

２ 千　綿　川

３ 江 の 串 川

　河川の崩壊や浸食が随所に見られたが、県の令和７
年度公共事業に、護床工（町役場付近）及び堤防補強工
事（下川橋付近）が予算化してありました。

＊地域住民からは、河川敷の渡石や河川公園が川の流
　れを変え、反対側の法面に負荷がかかり、崩壊や浸食
　の原因になっているとの意見がありました。

　塩鶴川との合流点に崩壊と繁茂が見られたが、彼杵
川と同様に堤防補強工（宿橋～水神橋の間）が予算化し
てありました。

＊地域住民からは、高齢化により護岸に繁茂している
　「ダンチク」等の、定期的な除去作業が困難になって
　きているため、県による除去が要望されました。

　土砂の堆積や雑草等の繁茂で、川の流れが片方に偏
り、川本来の流れを偏らせている場所が散見されまし
た。

＊地域住民からは、定期的な除去を励行しなければ、
　河川の氾濫に繋がる。また、堆積する土砂の浚渫が
　要望されました。

松野隊員

萩原隊員

名和川隊員

田中隊員
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地域おこし協力隊員 5 名の方から、東彼杵町に応募された理由、現在の活動状況と今後の活
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産業建設文教常任委員会（７月２５日）
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川と同様に堤防補強工（宿橋～水神橋の間）が予算化し
てありました。

＊地域住民からは、高齢化により護岸に繁茂している
　「ダンチク」等の、定期的な除去作業が困難になって
　きているため、県による除去が要望されました。

　土砂の堆積や雑草等の繁茂で、川の流れが片方に偏
り、川本来の流れを偏らせている場所が散見されまし
た。

＊地域住民からは、定期的な除去を励行しなければ、
　河川の氾濫に繋がる。また、堆積する土砂の浚渫が
　要望されました。
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東彼杵町ホームページ
議会情報もくじ

２～４ページ ９月定例会（決算認定・補正予算・条例改正等）
５～９ページ 一般質問（４名）
１０～１１ページ 各常任委員会活動報告
１２ページ 大人の部活動紹介・あとがき

【部活名】 千綿人形座サポーター
【部員数】 ８名
【発　足】 平成２８年（２０１６年）
【練習日】 毎週木曜日１９時

【今年の主な活動】二十歳を祝う会（1月）、 道の駅公演（GW期間）、 そのぎ茶市公演（5月）
　全国人形フェスティバル（10月予定）、 中学校総合学習指導（10月予定）、 その他町内外の行事。

【主将（森重幸会長）からの一言】県の無形民俗文化財に指定された貴重な民俗芸能です。
　後継者不足のため公演が難しい現状でありますが、私たちは「見せる芸能」としての人形芝居を伝えたい強
　い思いで活動しています。一年中メンバーを募集しています。ぜひ練習を覗いてみませんか。
　興味のある方は、東彼杵町教育委員会（46-0114）までご連絡ください。

【今後の目標】 単独公演を定期的に行う団体に成長したい。

練習風景

「東彼杵町二十歳を祝う会」の公演

最後までお読みいただき、ありがとうございました。
今号から「大人の部活動紹介」シリーズを開始しました。
町内で活動している団体、チームなど募集しています。
皆さんの活躍を掲載してみませんか。
希望される方は、議会事務局までご連絡下さい。

これからも、「見やすい」「読みやすい」紙面づくりを目
指して取り組んでいきます。　　　　　　　

議会広報編集常任委員会　委員長　　児玉　隆行　
副委員長　構　　浩光　
委　員　　尾上　庄次郎

吉永　秀俊　
　　大安　義和　

大石　俊郎　
口木　俊二　

あ・と・が・きあ・と・が・き

大人の部活動紹介
第１回

吹奏学部

３年２・４組

３年１組

第7回
東彼杵中学校学習発表会
合唱コンクール（9月25日）

テーマ
「未来へつなぐ、
　　 ぼくらの一歩」
「未来へつなぐ、
　　 ぼくらの一歩」

（総合会館 小ホール）




